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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
本博士論文は、与党連合による長期政権の続くマレーシアにおいて、2011年から2012
年にかけて発生したブルシと呼ばれる抗議運動（清廉かつ公正な選挙を求める運動、以
下、ブルシ11−12とする）に着目し、ブルシ11−12における集合的経験・記憶と政治アク
ターの言説と行動を丁寧に分析し、また、ブルシ11−12前後での警察による抗議運動へ
の対策の変容を詳細に分析した力作である。 
本博士論文の学問的意義は次の3つである。第一に、マレー人、華人、インド人の間
の民族的分断が政治を特徴づけると言われるマレーシアにおいて、民族間の連帯を掲げ
たという点でマレーシア史上では画期的な社会運動ブルシ11−12をとりあげ、自らの経
験、インタビュー、新聞記事、ブログなどに依拠して、催涙弾を浴びたブルシ11−12参
加者の集合的経験・記憶を鮮烈に描ききったことである。社会運動論の枠組みでブルシ
11−12を分析した研究はわずかにあるが、本博士論文ほど詳細にブルシ11−12の展開を描
き、そうすることでブルシ11−12のマレーシア政治史上の重要性を指摘した研究は存在
しない。 
第二に、マレーシアの公的暴力装置である警察に着目した点である。マレーシアの長
期政権による政治的安定を説明する際、もっぱら与党連合による長期政権維持を可能に
する仕組み、とりわけ選挙で常勝する仕組みに関心が払われてきた。国内治安を担う警
察は、長期政権維持のために決定的に重要な機構なのだが先行研究はほぼ皆無であっ
た。本博士論文では、警察によるブルシ11−12参加者への物理的暴力の行使を具体的に
叙述することで、マレーシア研究で忘れられがちなマレーシア国家の暴力性を浮かび上
がらせることに成功している。さらに、本博士論文では、ブルシ11−12への暴力行使で
批判を浴びた警察が、その後、集会の自由と民主的権利の尊重を唱えつつ、国家に非協
力的な抗議運動を封じ込め、抗議運動そのものを弱体化させてきたことを説得的に論じ
ている。 
第三に、ブルシ11−12に台頭した新たな政治的主体に着目した点である。これまでの
数少ないブルシについての研究では、抗議運動の生成発展過程を理論的枠組みで切り取
ることに関心があるあまり、この抗議運動において台頭してきた新たなマレー人の言説
と行動に関心が払われてこなかった。本博士論文は、国家が理想とするマレー人とは
まったく違う新たなマレー人がブルシ11−12に台頭したことに着目し、その代表として
四名を取り上げた。国家によるマレー人へのアファーマティブ・アクションが顕著なた
め、マレー人の場合、民族間の連帯に基づくマレーシア人としてのアイデンティティで
はなく、国家への依存を伴うマレー人アイデンティティを強調しやすい。しかし、この
四名のマレー人は、国家に批判的で国家から自律的なマレーシア人となりうることを実
証した。 
  
よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成30年2月6日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認
めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
